





































































































































































































































































































































































































































































































ュタット軍港を 帆した。その後、つぎ 諸港に寄港したのち、サンドウィッチ諸島にいたった（日付は洋暦による） 。





















































































































































































と山奥のほうから二百名ほどの原住民が材木をもってやって来たと思ったら、二日ほど 間に、四間 五間ほどの茅ぶきの、壁のない小屋を建て、そのまわりには垣根をつくってくれた。そして昼夜、二人 番人が交替で警護した。




























































































































































































































































































































つまってくる。あるとき、船の外 み 大きなワニザメが四匹、寄りついてくる魚を食べようと追ってきた。そこで海水を煮たせたも や桶などを船上からサメの口の中につき込んだりして、どうにか追っ払うことができた。
音吉と半兵衛は、日夜釣れる魚（カツオ、マグロ、シイラ）などを食べてい うちに、 わかに元気になった。またいまでは、雨もときどき降
るので水は十分あるし、魚もよく れ 。





































































パラノフの大邸宅には、警護のコサックが大勢いた。邸内に入ると 高い階段 ガラス窓 大広間などがあり、眼下 見下すシトカ港の景色は
すばらしいものであった。重吉はパラノフに案内されて大広間に行く 、三 人余り 船長級の客人が飲み食いしながら談笑していた。















































































































































































































































































が、巫女はこの船は気をつけたほうがよ と警告した。ま 湾内にある弁天島でふしぎな出火があり、たくさんの草木が燃えた。宿の者は、どれも縁起でもない とだから、気をつけるようにいった 、乗組員はだれもそのとき深く気にとめなかっ












































































本船（ゼームス・ローパー号）に残った、平四郎・次郎吉・金蔵ら三人だけは、ハワイ島のヒロの港をみることができた。ゼームス・ロ パー号にとどまったこれら三人は、それから五ヵ月ほど船中ですごした。その間にこ 船は鯨を八頭しとめ 平四郎らは、刃
物をとぐために、ろくろをまわす仕事を手伝った。

















めた。その後、水夫たちは三人の日本 に女を勧めたが、皮虜の黒い島の女は、なんとなく気色がわるかった で遠慮し きた道をとって返して、その夜も広東商人の家にとめてもらった。
数日後、ゼームス・ローパー号の船長は広東商人の家にやって来て、日本人を帰国させる方法について相談したが、商人は三人の日本人を帰ら




ひきとっ 天保十年十月二十三、四日（一八三九・一一・二八 二九）ごろのことである。平四郎はりっぱな 物であったようだ。葬式はビンガム牧師の世話でおこなうことになった。














































止せざるをえなくなった。七月になると、次郎吉ら六名はアメリカ商人カーター（もと船長 いう）の世話で、セン船長のイギリス船（ハーレクィン？）に乗せてもらいカムチャッカ半島南部のペトロパヴロフスクに行くことになった。カーターはオアフ島に店舗をかまえる商人であったが、かれは雑貨・砂糖・メリケン粉などを ギリス船に積み込み、妻子をともないカムチャッカにむかう ころであった。
セン船長は、二十四、五歳の豪放な男であった。ひげ面の飲兵衛であった。オアフ島を出帆し 三、四十日たった八月の末ごろ カムチャッカ














パンは粗末なくずも の大麦の粉に、麦のかすを発酵させ つくり、それに酸味をくわえて焼い も である。こ パンは堅いばかりか 麦の
芒のぎ





































































































































































































































































































漂流民の気の毒な境遇をきくと、一同に安心するようにいい 歓迎するともいった。かくして五人 漂民 、知事のあずかりとなった。



















十二月二日（陽暦）ホノルルを出帆した（ 『ザ・ポリニージアン』紙の「海事ニュース」では 十二月一日） 。
万次郎をホノルルの埠頭で見送った四人の漂民は、そ



























































































































































































































































































































































のこなしはよく、日本語が理解できずただ笑顔をみせ、夫らの話を聞いているようだった。 （ 『通航一覧』続輯） 。
五右衛門は、ハワイに帰化した身であっ



































































































10） 、 「亜塁新話」 （石井民司編『漂流奇
談全集』所収、博文館、明治
33・
































暖かなある日のこと、櫓のうえに登って、四方をながめて る 、西の方角に船をみかけた。帆 数が多いことか 、それは異国の船であるこ





































































































































太郎はペロンのいる宿を訪ねると、こん ことをたずねられた。そこ は日本に帰る意志があるかどうか。この問にたいして、初太郎は国 は老いた父母がいる で、帰国したいのは山々です。片ときも故国のことを忘れ ことがありません、 答えた。それならわ しがよいように計らうので、まかせてほしい。わたしはマラトランへは、よく往復しているので、かの地の事情に通じている。オランダ 船も来ること あるから、その船にたのめば帰国す ことは容易であろう。
そこで漂民九人があつまって相談した結果、ことばを多少おぼえた初太郎と善助が、まずペロン船長ととも マラトランに行き、そこで帰国を
謀ることにした。初太郎はミグエルの妻子に、マサトランに行きたい、 いう 、何の めに行くのか、と問う。町のようすを知りたいし、ミグエルにも会いたい、というと、妻子はかれ 申し出 そうむげ は断れなかっ 。
マセトランは繁華の地であったから、ミグエル 妻は初太郎のために新しい衣服をつくり、朝晩の食卓にもごちそうをならべた。十月二十八、
























そばにいたペロン船長も、いろいろことばを添え、帰国させてやってほし 、といったので、ミグエルもついに納得した。当地の長官にも、便船をえて帰国したい旨をつたえたところ、四 五日後に中国へむかう商船があると 連絡がペロンのところに届いた。初太





































































































































































































































































































































そこもとは日本のことばをよく話されるが、いかなる人かと ずねると、土佐 国高岡郡の者 、十二年以前に当地 やって来て まだ帰国で
きないでいると語った。





































































































































































































ns, during the circum
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（
18）同右。
（
19）注（
1）の三六頁。
（
20）
室賀信夫矢守一彦
共訳『蕃談』 （平凡社、昭和四十年三月 、一
（
21）注（
8）の七五頁。
